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五中・七中の統合校を区立七中の敷地に建設する案について

　平成18年5月20日に動坂公園で開催された煙山区長との「街角対話」の席上、新大塚公園を守る会（以下「守る会」）との対話の中で、煙山区長から五中・七中の統合校の用地として新大塚公園以外に適切な敷地があるのであれば、守る会側から提案すべきであるとのご指示をいただきました。

　そこで、添付のとおり、現在の七中の敷地を活用して、統合校を建設する案を持参いたしましたのでご査収ください。

　本試案に問題点があるとすれば、土工事の量が増えることにあると思います。この点につきまして総合建築設計代表取締役石井敏明氏に本試案を提示して意見を求めましたところ、次の回答を得ております。なお同社は傾斜地・崖地など変則的な地形に優れた建物を設計する上で実績のある設計事務所です。
　
　　a.　7500㎡の広さがあれば求められている規模の建物と設備を含めた学校の建築が可能で

　　　　あると思う。
　　b.　土工事の費用は、通常の土質であることを前提として、掘削と廃棄の費用は1㎥当たり
　　　　￥3000～￥5000程度を考えれば良いだろう。土留め工事の費用は、出来る限り擁壁を

　　　　建物と一体化した設計とすることによって軽減出来る。
　　　　土工事の費用は建築工事費全体の中で考えれば、決定的なマイナスの要素とはならない

　　　　だろう。
　　c.　この試案を掘り下げて行けば、経済的にも技術的にも実現可能な成案に仕上がると思

　　　　う。
また、本案を取り上げて検討を進めることの可否については、6月6日に開催が予定されている教育委員会でご検討いただくとともに、その結果及び可否に係る具体的な理由とともに守る会あて書面でご回答いただきますようお願い申し上げます。

なお、本案は、以下を前提として作成しておりますので、念のため申し添えます。

【本案作成の前提】

１．五中の敷地については、環状三号道路の計画線上にあり、学校等の恒久的な建築物の建設に適さないとの説明が、これまで繰り返し教育委員会からなされてきたことから、その説明の妥当性についてはひとまず置いておくとして、今回は五中の敷地は統合校建設の対象から外しております。

２．教育委員会から示された七中跡地案と同等の規模・機能に準拠した統合校を建設することとしております。

以　　上

